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お客様と共に、前進。

公明正大紳士的に戦う。

いい風を自身に、会社に、皆様に。

　株式会社サカワは1635年（寛永12年）伊勢桑名藩より四国松山藩に赴任後、明治期には漆業を興し

黒板製造会社へと発展しました。現在はデジタルテレビ機能付電子黒板や総合エコ製品メーカーとして

全国展開しています。

　ICT環境整備製品・国産間伐材関連製品、省エネ環境製品を製造するメーカーとして「優れた自社技術・

製品・開発・設計・構造計算・製作・施工を通じて社会に貢献する」という企業理念の下、近年では「Be ICT 

Eco-School & Hospital」をテーマに未来の企業スタイルを描いています。

　あらゆる世界にお役に立てる企業として「知恵識の和で次の世代へ」という強い思いをもってSAKAWAは

これからも邁進してまいります。

　何卒皆様には今後とも変わらぬご支援を賜りますようお願い申し上げます。

代表取締役社長 坂和　壽々子

坂和　壽々子（さかわ すずこ）

時代対
応

1929年生まれ
愛媛県出身
株式会社サカワ　代表取締役社長
松山商工会議所女性会　相談役
全国黒板工業連盟　常任理事　中国・四国支部長
松山つばきライオンズクラブ　会員
久万広域森林組合　正組合員
BVDプレカット研究会　会員
各役員：サカワ黒板製作所
　　　 （有）ほだか村
　　　 （株）日本接合技術
　　　 （株）日本構造設計



カンボジアに小学校を建設・寄贈

忘れられない日ー2008年4月1日ー 高山　良二地雷処理専門家

　2008年4月、サカワは創業以来からの取

り組みである教育事業の一環として、歴史に

新たな頁を加えるため、カンボジアのバッタ

ンバン州カムリエン郡タサエンコミューン

サマキ村に小学校を建設・寄贈しました。

　永く続いた内戦、放置された地雷に今も

苦しむサマキ村の人々は小学校の完成に

心から喜びました。

　四国巡礼の地に生き続ける「お接待の心」

を受け継ぐ企業としてのテーマ「世界に貢

献する」ことを体現できました。

　2008年4月1日は私にとって忘れられない日になりました。それはカンボジア王国バタンバン州カムリエン
郡タサエンコミューンサマキ村において、小学校の完成式に出席していたからです。これは愛媛県東温市にある
「株式会社サカワ」の社長を務めておられる坂和寿々子様が私費を投じてプレゼントして下さったのです。サマ
キ村は、カンボジアの北西部にあるタイとの国境に位置する小さな村で、村の周辺には沢山の地雷が残ってい
て大変危険な場所でもあります。私は2006年6月からこの地区において、住民約100名と共に地雷除去の活動
に携わっています。村に住んでいますと様々な状況を見ることになり、それはどうしてもほっておけないことが多
いのです。その一つが小学校がないことでした。「何とかしなければ…」と思っても、その高額なる建設費はすぐ
にはありません。一時帰国をしていたあるとき、「途上国に学校を贈りたい」と言っておられる方があると聞き、

お会いしました。その方が坂和寿々子様だったのです。お話をお聞きして本当に嬉しくなりました。早速、カンボジアに帰り村人に相談して、
彼らの夢であった小学校の建設になったのです。「忘れられない日になった」と文頭に書きましたが、これはただ坂和様が小学校を村に贈った
ということだけではなく、私の目指す支援のあり方が実現したからです。
　4月1日午前10時ころ、私は坂和様を案内して村人の待つ建設されたばかりの小学校に到着しま
した。そして、最初に出迎えて下さった村長と握手をしました。握手をした村長のその手には、まだ真
新しいペンキが付着していました。後で聞いた話ですが、昨夜は村長をはじめ村人みんなが、小学校
の建設の最終仕上げに携わっていたそうです。私がいつも思っていることは、すべてを支援に頼るの
ではなく、自分たちで出来ることをやって、どうしても出来ない部分をお手伝いしてもらうことが支援
を受ける側の姿勢ではないかと思うのです。そんな意味で今回の坂和寿々子様から頂いた小学校は
本当に意義深いプレゼントになったと村人と一緒に喜んでいます。現在でも村に行ったら必ず、その
小学校に立ち寄ります。私が「こんにちは」と言うと子供たちは、「こんにちは、ありがとう、サカワさん」
と言います。本当に嬉しくなる一瞬です。私は坂和寿々子様と出会えて本当によかったと思います。

2010年4月6日　カンボジアにて　地雷処理専門家　高山　良二

子供達や人々の輝く瞳に圧倒されました。
ご協力いただいた多くの方々に感謝！

子供は
国を問わない

カンボジア政府から感謝状

サマキ・サカワ小学校 完成式典の様子 お祈 神様の宮殿アンコール・ワット
（左から坂和常務、坂和社長、高山様）

地雷撤去の様子
（左からMr.二一様、坂和常務、坂和社長、高山様）

サカワのMecenat活動



岡本太郎「明日の神話」
修復支援事業

　平成15年（2003年）9月、30年余りの間メキシコで行方がわからなくなっていた芸術家 岡本太郎氏

の壁画「明日の神話」が発見されました。サカワは親交の深かった岡本太郎氏の養女、岡本敏子氏か

らの依頼を受け、四国の文化「お接待の心」で修復作業の支援を行いました。現地メキシコへは社員を

ボランティア派遣、バラバラになった絵を解体・梱包し日本に移送。約1年に及ぶ修復作業を無事に終え、

現在は渋谷駅の壁面に飾られて行き交う人々に平和を力強く訴えかけています。

巨大壁画「明日の神話」　縦5.5×横30（m）

岡本敏子さんと坂和副社長
熱い思いを語る

5名の社員がメキシコへ
ボランティア参加

サカワ第２工場にて修復完成記念

神々の集う古代都市テオティワカン
太陽と月のピラミッド
（坂和常務、坂和専務）

バラバラの壁画をモクトラの上で修復
（サカワ製の木造立体トラス台）

裏面補強後立ち上がり
（サカワ第２工場内）

修復現場での市内小学生
特別授業

サカワ創立記念パーティー
2005年12月3日

坂和社長　渋谷駅にて
2010年5月

岡本太郎氏が1968年から69年にかけて約30回ほどメキシコのアトリエに足を運んで制作。

サカワのMecenat活動

　今、岡本太郎の大壁画「明日の神話」が東京の渋谷駅で公開されて、その前を、
毎日、何万という人が足早に過ぎていく。この作品が４０年前にメキシコで描か
れたものの、行方不明となり、先年発見されて日本に運ばれ、四国で修復されて
公開に至ったことは、かなり知られている。しかし、四国で修復といっても、四国
は広い。ところは愛媛県東温市の電子黒板及び総合エコ製品メーカーの株式会
社サカワの構内の建物だった。この場所の提供のことは殆ど知られていないので、
ここでは、その辺を軸に壁画の経緯を記したい。

　そもそも事の始まりは、１９６８年の夏期メキシコ・オリンピック開催にある。この国の大実業家で美術
のパトロンでもあるエマニュエル・スワレス氏は、それを機に、５０階建て、１５００室という巨大ホテルを
メキシコ市内に計画して、正面ロビーに設置する壁画の制作を、一目で作品が気に入った岡本太郎に依頼
した。メキシコは、革命後、芸術文化普及のための壁画運動が盛んな国だが、外国人作家にその制作を頼ん
だ例は無かった。
　折柄、太郎は１９７０年に開く日本万国博覧会のテーマ展示プロデューサーを引き受けたところで、海外と
の交渉や太陽の塔などの制作その他で超多忙になりつつある。しかし、選択を迫られたら、あえて険しい方を
取るのが信条の太郎は、大変さが目に見えるメキシコの仕事に応じた。果たして超人的な活動の末に、現地で
タテ５．５ｍ×ヨコ３０ｍもの「明日の神話」を１９６８年９月に見事完成した。しかも自信に満ちた作である。
　ところが、あろうことか、ホテルの完成が１０月からのオリンピックに間に合わない、と分かって、銀行の融
資もつかえ、翌年にはスワレス氏死去、建築も人手にわたり、現在は世界貿易センターになっている。その揚
句、肝心の壁画が、いつの間にか消えていた。　
　岡本太郎は１９９６年に亡くなったが、その畢生の大作を、養女、というより相棒、分身の岡本敏子さんは必
死に探し求め、ついに郊外の資材現場で見付かると、すぐさま現場に飛んだ。
　３０数年間の作品の傷みはやむをえないとして、よくぞ残してくれたと思う。最初から制作は７枚に分割し
て進められたといっても、厚さ２ｃｍのコンクリート壁体だから１枚の重さは１トンもある。これが狭い日本だ
ったら、たちまち破棄されたに違いない。実際、岡本太郎の壁画は、ずっと小さいものでも、旧都庁をはじめ
改築や改装の際に、いくつも取り壊されている。メキシコでは、壊すほうが大変という理由もありそうだが、
むしろ、ほかならぬ芸術壁画だからという気持ちが働いたと思いたい。(メキシコへサカワより５名の社員が
解体・梱包にボランティア参加)
　ともかく所有権移転の問題その他、とりわけ日本に運ぶための作品の大がかりな応急処置が始まった。け
れども、日本到着後の本格的修復のための用意が完了してなく、巨額の修復費のメドは付いたが、まだ作業場
が決まっていなかった。悲しいかな、そんな広いスペースの確保は、この国では至難の業だ。
　ちょうどその頃、というのは２００４年の８月、愛媛県の松山市のミウラートヴィレッジで「岡本太郎　永遠
の挑戦」展が開催されて、オープニングに出席した敏子さんと私は、その晩、市内の落着いたバー・ムーング
ロウに招かれた。迎えてくださったのが、サカワの副社長の坂和克紀さんで、敏子さんとはサカワ東京支社開
設以来の知己である。話しが、壁画修復の場所探しに及んで、強く心を動かされた坂和さんは社長に早速伝え、
敏子さんとの面談が実現して、修復場の問題は一気に解決に向かった。提供された場は広さ５０ｍ×１５０ｍ
のサカワ第２工場。大型クレーンなどの用意もある。
　ここで２００５年７月から丸１年、少人数で厳寒、猛暑の間も休み無く、急ピッチで作業は遂行された。事に当た
った吉村絵美留さんは、これまで岡本太郎の作品だけでも百点以上の修復をされている。この温和なベテランが、
今回は、現地で調べた結果報告書の冒頭から「作品は最悪の状態である」と書き出したくらいだから、まさに満身
創痍の巨人の治療は格闘といえただろう。一例をとれば、丹念に拾いあげた、８０００点を越す２ｍｍから１０ｃｍ大
の色彩片を、１６０～１７０㎡の荒れた絵画壁画のどこに当てはめていくか。気が遠くなる。(四国産の杉で作った
サカワ製の木造立体トラス台「モクトラ」(６ｍ×４０ｍ)の上でパズルの組立作業をし、全体を一枚の絵にする)
　こうして、「明日の神話」はよみがえったが、そこに敏子さんの姿はない。作品が船で日本に到着するのを待
てず、急ぎ太郎さんの許へ報告に発ってしまったのだ。先達て岡本太郎美術館に坂和さんが見えた。その時、
大壁画復活劇への協力について、一言こう言って帰って行かれた。「あれは四国の誰もがするお遍路さんへの
お接待の心からなんです」これら温情に支えられて、来年は岡本太郎生誕１００年を迎える。

川崎市岡本太郎美術館館長 村田　慶之輔
岡本太郎「明日の神話」の修復をめぐって



ル・コルビュジェ展

　2010年の今年は皆様の御支援のおかげをもちまして株式会社サカワが創業90年を迎えますことを厚く御礼申し上げます。

　坂和家は1635年（寛永12年）伊勢桑名藩より四国松山藩に転赴後、明治期には漆業を興し黒板製造会社へと発展し

ました。現在はデジタルテレビ機能付電子黒板や総合エコ製品メーカーとして全国展開しています。さらに「Be ICT 

Eco-Schools & Hospitals」を目指しICT環境整備製品・国産間伐材関連製品、省エネ環境製品を製造するメーカー

として「優れた自社技術・製品・開発・設計・構造計算・製作・施工を通じて社会に貢献する」という企業理念の下、サカワ

90周年ロゴマークを作成しました。ロゴマークの 　 は古代永久（９）の知恵識神話を求めた9＝勾玉に見立て、また

全社員＝全員野球の９を意味しています。　 は知識の詰まる壷型とし、天空に開放された自由の窓、全社員の知恵の

輪、さらに生命、文化、芸術、技術、ICT・ECO、自然、平和、愛が生まれる卵を表しています。

　次の90年（180周年）においても、あらゆる世界にお役に立てる企業として「知恵識の和で次の90年へ」という強い思い

をもってSAKAWAはこれからも邁進してまいります。また、90周年記念事業として「輝く都市」から「健康都市」を展望す

というメッセージに共鳴して「ル・コルビュジェ展」へ特別協賛しています。

　ぜひこれからのサカワにご期待いただきますとともに、何卒皆様の変わらぬご支援を賜りますようお願い申し上げます。

「ル・コルビュジェ展」パンフレット

サカワ90周年記念事業

特別協賛のごあいさつ
2010.5.29～2010.7.11　愛媛県美術館

岡本太郎氏と
ル・コルビュジェ氏は
親交も深かった。

岡本太郎作品
坂和家所蔵

教育と文化の向上につくす

代表取締役　坂和　壽々子

自宅にてコルビュジェチェアとフランスで活躍した
田中坦三［ストーンマーク］＆濵田享［フランス在住］
油絵作品と共に



空飛ぶ電子黒板！

サカワの提案 ICT環境整備・間伐材＆ECO

これからの学校・病院

①城西大学　②赤坂中学校　③上越春日小学校　④山梨大学附属小学校　⑤西条小学校（後ろの黒板が上下する仕様です。）　⑥全国病院（上）手術室・（下）集中治療室

■しゃべるくんスライド式 【施工実績〈全国多数〉】

■しゃべるくんシリーズのご紹介

サカワが提案するこれからの学校と病院

これ1台で3役OK!これ1台で3役OK!

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

上下の写真は、電子黒板の「しゃべるくん」がスライドしている様子です。

子供達が良い環境で効率的に過ごせる最良の空間です。

プロジェクター付電子黒板

Syaberu-ko Produced by Sakawa corp.

Syaberu-chan Produced by Sakawa corp.

Syaberu-man Produced by Sakawa corp.

Syaberu-kun Produced by Sakawa corp.

脚付で様々な場所に移動
できる電子黒板「しゃべ
るくん」。
スマートボードとプロジ
ェクター（2種）の組み合
わせで画期的な授業を
行うことができます。

64インチ　77インチ
87インチ　94インチ （48インチ＋PC＋プロジェクター）

【10大特徴】　癒し ・ ソフトなピンタッチ ・ マイナスイオン ・ 脱臭 ・ 抗菌 ・ 調湿 ・ シックハウス ・ 吸音 ・ ICT ・ ECO

コストメリットも上がります。

あらゆる場所に持ち運び可能！

書ける！ 貼れる！
映せる！

使用目的や場所に合わせて選べる4種類のしゃべるくんシリーズ。

Be ICT ECO-SCHOOL & HOSPITAL

Bonjour

（ホーロー＋木＋炭）

デジタルテレビ機能付電子黒板

HSタイプ（スマートボード＋日立プロジェクター）
EPタイプ（スマートボード＋エプソンプロジェクター）
※ＰＣ別売

EPタイプ

HSタイプ

EPタイプ

HSタイプ

HSタイプ ：  ホーローケイジ板＋インタラクティブ
　　　　　　ポータブル＋プロジェクター

EPタイプ ：  ホーローケイジ板＋インタラクティブ
　　　　　　機能付プロジェクター

3役



サカワの仕事

設計 構造計算 製作 施工

全国で活躍する環境を配慮した
サカワのオリジナル商品

名古屋　多度バイオマスセンター（モクトラ） 山口県　防府市立小野小学校（木造） 全国小中学校　全国日仏学院（しゃべるくん） ボウチュ（防虫）ポスターケース

坂の上の雲ミュージアム 坊ちゃんスタジアム

両面ＮＣボーリングマシン【最新設備】
サカワ第2工場

ほだか村　ドレッシング
人気の伊予柑大使他多数

西予市　乙亥会館（相撲場） 愛媛県立　みかん研究所（木造）

桧丸太　兵庫県エコハウス（モクトラ） 今治市立　伯方中学校　校舎・体育館 東京大学（しゃべるくん脚付） 新幹線500系窓ガラス（ボウチュガラス）

大断面集成材、木造工事
黒板、家具、実験台、掲示板
電子黒板、ホーローケイジ板
ガラス、サイン

大阪府立　三島高等学校（しゃべるくんスライド） 東温市庁舎（ボウチュカーテンウォール）愛媛県木造武道館 東温市立　川上小学校（木造）

東京ビックサイト
文科省 関係者他多数来訪

３Ｄクロスカットソー【最新設備】
サカワ第１工場

365日24時間体制でサポート！サカワサポートセンター



サカワの歴史

伊勢桑名藩主松平定行と共に松山藩に転赴。
明治維新後漆塗業を始める。
漆技術を生かした新しい黒板を製造販売する。（大正8年）
「坂和式黒板製作所」を創業、坂和富忠社長に就任する。
文部省指定を受ける。
陸軍省指定を受ける。
通産大臣より日本工業規格（JIS）表示許可を受ける。
「合資会社サカワ黒板製作所」に社名変更、坂和真道社長に就任。
新製品「サカワ式黒板」発表。
新黒板製造ライン及び余戸新工場完成。
坂和壽々子社長に就任。
余戸第二工場完成。
サカワ本社ビル完成。
レストラン部門有限会社「穂高村」設立。
建材部門分離　サカワホーロー建材（株）設立。
サカワ第二ビル完成。
ほだか村ドレッシング店頭販売開始。
第一工場川内事業所完成。
建材部門好調にて業務拡大、株式会社サカワに社名変更。
坂和壽々子社長に就任。
サカワステーション70ビル完成。（創立70周年記念ビル）
サカワコレクション71発表会。
田中担三巨大壁画　題名（サカワの風）完成
事業拡大のため、広島・東京へ進出。
サカワアールブース販売開始。
防虫ポスターケース販売開始。
ボウチュガラス合わせガラスのカーテンウォールの開発着手。
アールブース国内・海外特許取得。
愛媛県より、アールマックス黒板の中小企業創造法の認定を受ける。
東京・大阪建材ショー出展。JR・私鉄でアールブース指定される。
資本金30,000千円に増資。
黒板・スクリーン・外装材特許取得。
集成材及び木工事部門拡大。（80周年記念展）
愛媛県より、ボウチュガラス、大断面集成材の加工ライン整備の
中小企業創造法の認定を受ける。
モクトラ開発及び特許申請。
奈良薬師寺平山画伯回廊棟ボウチュガラス御採用、建築完了。
愛媛県武道館、製紙試験場、大型物件の集成材及び、木工事。
第一・第二工場新築、改修完成。本社を東温市とする。
愛媛県よりモクトラの創造技術研究開発事業費補助金を受ける。
岡本太郎巨大壁画「明日の神話」解体・梱包にメキシコへボランティア参加。
第二工場にて修復開始。サカワコレクション88発表会。
ISO9001取得。（登録番号JQA-QMA12181） 
創業88周年。
モクスミーシリーズ販売開始。
モクトラ大型物件工事完成。（名古屋 多度バイオマスセンター）
世界初、上下V黒板、UDVスライダー、サンヤクホワイトボード　特許取得。
モクスミー家具販売開始。
サンヤク電子黒板発表。
電子黒板　脚付・スライド式　特許。
カンボジア　サマキ・サカワ小学校建設寄付。
東京ビックサイト　教育ITソリューション出展。
電子黒板『しゃべるくん』を発表し、文科省認定を受ける。
新JISマーク認証取得。（ML0708002）
東京ビックサイト　教育ITソリューション出展。 　
365日24時間対応サポートセンター開設。
電子黒板しゃべるくん全国へ！　北海道から沖縄まで販売好調。
しゃべるくんシリーズ発表。
しゃべるくんランド開設。
全国黒板工業連盟　常任理事　中国・四国支部長兼品質管理委員就任。
木のフォーラム全国大会　サカワ新人賞　特別協賛。
東京ビックサイト　教育ITソリューション出展。
90周年記念　ル・コルビュジェ展　特別協賛。（愛媛県美術館　2010年5月～7月）
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「木の建築賞」　木の建築フォーラム全国大会　サカワ新人賞　贈呈

90年前の黒板は今も現役
坂和家400年菩提寺「妙清寺」で90年間使い続けられています。

坂和家 家紋

第6回木の建築賞・サカワ新人賞
「FRAME＋BOX＃04」

鷲栄山　妙清寺

田中担三 巨大壁画 「サカワの風」
松山サカワビル

審査委員長
播繁先生

サカワ新人賞
古後信二先生

田中担三先生と
坂和社長
2010年5月13日

（坂和常務より東京大学にて授与式を行う　2010年5月23日）


